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　横紋筋 肉腫は ，新生児期 の 発症 は約 1％ で あ り，

非常 に稀で あ る，また，皮膚転移 も非常 に稀で あ

る ．症例 は，入院時 に計 13個 の 皮下腫瘤 を認め

た新 生 児期発症 の 横紋筋肉腫症例 で あ る，VAC

療法 に対 して 反応は良好 で あ り治療継続 中で ある

が，グ レー ド 3 の 高血圧 を発症 し苦慮し て い る，

本症例 の よ うに
， 新生 児期発症 で ，皮膚に多発 転

移 を示す症例群が報告されて い る．報告 で は極 め

て予後不良で あ り，今後の 治療上 の 工夫が必要 で

あ る と考え報告 す る．

7．急速に心房内に浸潤す る縦隔腫瘍に対 し緊急的

　 に 心房内腫瘤摘出手術を施行 した 14歳女児例
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　症例は 生来健康 な 14 歳女児．H20 年 3 月に 上

大 静 脈症候群で発症 し CT に て 縦隔腫瘍 に気付か

れ た，そ の 時点ですで に肺 に転移 を認め て い た．

腫瘍 は急速に増大 し E大静脈 よ り右心房 内に進展

し，三 尖弁 に嵌頓の 可能性 が強 く，緊急 に 開胸手

術 を行 っ た．病理 診断は形態，免疫染色 で は未分

化 で 上皮性 の 腫瘍 で あ っ た が STY −FISH 陽性 で

滑膜肉腫 と診断 され た．術 後の化学療法の 反応 は

良好で現在治癒 に向けて 治療 を行 っ て い る，治療

経過 と文献的 報告を述 べ る ．

8．神経芽腫の 治療後 5年の 経過で 発症 した骨 肉

　 腫の 1男 児例
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　症例 は 7 歳男児．既往 に性腺機能障害 と 2歳 4

か 月発 症の 神経芽腫 （化学療法，自家末梢血 幹細

胞移植後）が あ る ．神経芽腫の 治療終了後 5 年の

経過 を経て ，疼痛 と歩行障害を主訴 に左 大腿骨遠

位骨幹端部の 骨肉腫 を発症 した，ア ル キル 化剤や

ア ン トラサ イ ク リ ン と の 関連性，遺伝的素 因など

の 発生機序 を踏まえ，二 次が ん と して の 骨 肉腫 を

考える ．

9．非典型 的免 疫学的表 現形 （atypical 　immuno −

　 phenotype ）を認めた T −ALL の 1男児例
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【背景】近年 T 細胞性 ALL （T −ALL ）の 治療成

績 は向 k して きた が，免疫学的抗原 マ
ーカ ーが 非

典型的な T −ALL の 予後が不良で ある．

【症例】5歳 男児．イ ン ド人．白血 病 を疑 い 入 院，

骨髄検査で 有核細胞数 30 万／μL 芽球 は 98．2％，

POX 陰性，　 PAS 陰性で あ っ た ，免疫 学的抗原 マ

ー カ
ー

は CyCD3 ，
　 CD2，　 CD5 ．　 CD7 が 陽 性 ，

CDIa ．　 CD8 が 陰性 CD13 ，　 CD34 が 陽性で あ っ

た．T −ALL ，　 High −High　risk と診 断 し CCLSG

ALL2004 で 治療 したが 強化療法中骨髄再発 した．

免疫学的抗 原マ
ー

カ
ー

は診断時の パ タ ーン に 加 え

CD33，　 HLA −DR が 陽性で あ っ た ．様 々 な化学療

法行 うも無効で あ っ た．

　【考 察】近 年 CDla，　 CD8 が 陰 性，　 CDIIZ

CD34 ．　 HLADR ，　 CD13，　 CD33 等 が 陽 性 の

T −ALL の 予 後 は不 良で ある と報告 され，本症例

も同様 の 特徴 を示 し，種 々 の 化学療法 に不応で あ

っ た．
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